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文内容の要旨

本論文は、故障検査に適した順序機械として出力可観測順序機械を提案し、一般に与えられた順序

機械に出力端子を付加して出力可観測順序機械に変更する方法ならびにその故障検査方式について考

察している。

第1章緒論では、本研究の目的ならびにこの分野での研究の現状について述べ、本研究の新しい諸

成果について概説している O

第2章では、順序機械に関する諸定義、順序機械の故障検査について説明し、故障検査に適した順

序機械とは如何なる性質を有する順序機械かについて考察した O

第3章では、順序機械の準出力可観測性と準FSR実現可能性との等価性を示し、任意に与えられた

順序機械に最小個の出力端子を付加することにより出力可観測順序機械に拡大する方法について考察

した O

第4章では、順序機械の擬出力可観測性と擬FSR実現可能性の概念を導入することにより、第3章

で展開したのと同様の議論を第3章で用いた分解の概念を用いずに、従来の分割理論だけで展開する

ことができることを示した O

第5章では、出力可観測順序機械の故障検査について考察している O 最初に故障の仮定を述べ、出

力可観測順序機械の故障検査系列としてC一系列を定義し、 C一系列を満足する順序機械はもとの順

序機械に同型であることを示した。 K-出力可観測順序機械に対しては、 C一系列とはすべての状態

遷移を通る入力系列に長さ Kの任意入力系列をつないだものである O このC一系列は、最短長検査系

列との差が状態数以内の長さの検査系列であることを示し、したがって、出力可観測順序機械に対し

ては、簡単な操作で最短長に近い検査系列を作成することができることを示した O

第6章では、最小個の出力端子を付加することにより HDS(Homogeneous Distinguishing Sequ・
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ence)を持つ順序機械に拡大する問題について考察を行なった。順序機械Mを入力Ijから成る HDS

を持つ順序機械に拡大する問題は、 MのIj列部分機械を DS(Distinguishing S equence)を持つよう

に拡大する問題と等価で、ある o したがって、オートノマス順序機械に対象を限って、オートノマス順

序機械にS個の出力端子を付加することにより DSを持つ順序機械に拡大できるための必要十分条件

を示し、その拡大のアルゴリズムを述べたo

第7章結論では、本研究で得られた結果と残された問題についてまとめである o

論文の審査結果の要旨

本論文に取り上げている問題と、その研究成果を要約すると次のようである O

第ーには、所望の機能をもっ順序機械の設計に当って、故障検査に適した順序機械に拡大構成する

問題を取り上げている o この問題に関しては、従来から種々研究されているが未だ完全に解決されて

いない。本文では、故障検査に適した順序機械として出力可観測順序機械を導入し、出力可観測性と

FSR実現可能性の等価性を示し、この結果を用いて最小個の出力端子付加により出力可観測順序機

械に拡大する方法を示している O この方法は実用的見地から有効なものと見なすことができる O さら

に、出力可観測順序機械に対しては、最短長に近い非常に短かい故障検査系列を容易に作成すること

ができることを考えると、この方法は重要な意義がある o

第二に取り上げているのは、出力可観測順序機械の故障検査系列の構成問題である O 本文では、 C

一系列を定義し、 C一系列を満たす順序機械はもとの正常な順序機械に同型であることを証明し、 C

一系列が故障検査系列であることを示している O さらにC一系列を構成する方法を示している O 得ら

れる検査系列は最短長に近い検査系列であり、しかも作成方法は非常に容易で、あるという利点があり

実用的見地からも有効で、あると見なすことができる O

第三には、最小個の出力端子を付加することにより HDSをもっ順序機械に拡大する問題を取り上

げている O この問題は従来から考えられており、本文では順序機械がHDSをもつことと、その列部

分機械が出力可観測であることが、同値であることを証明し、出力可観測順序機械に拡大する方法を

この問題に適用できることを示している O

以上のように、本論文は故障検査に適した順序機械の構成および順序機械の故障検査に関する基本

的また実際的問題についてかなりの研究成果をあげており、電子工学および情報工学に寄与するとこ

ろが大である O よって博士論文として価値あるものと認める O
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